
『いじめ０・笑顔１００宣言』 
 いじめは絶対にあってはならないことですが、残念なことに、本校におい

ても時々問題になることがあります。 

 いじめを防止するためには、全ての教育活動をとおして、「相手を思いや

る心」を育て、生徒同士の良好な人間関係を気づくことが大切です。本校職

員は、全ての生徒一人一人を大切にし、いじめのない学校を目指していきます。 

 本校生徒会でも『いじめ０・笑顔１００宣言』の活動を継続し、各自が心がけるとともに、

仲間を大切にすることが確認されました。とくに、「あいさつ」を大切にし、より良い関係を

築く中で、「いじめ０、笑顔１００」の学校を目指しています。いじめ問題に真剣に取り組

む、他校に誇れる自主活動です。 

 しかし、最近では、SNSにおける「ネットいじめ」が社会問題になっています。誹謗・中傷

の書き込みなど、人の目が届かない場所で行われるいじめであり、被害者の逃げ場がなく、心

理的な負担も大きくなります。 

 学校でもSNSに関する学習会を計画していますが、ご家庭でもスマホやパソコン等の使用に

ついて多くの関心を持っていただき、学校と家庭が連携する中で、いじめのない、笑顔あふれ

る学校にしましょう。 

 

『あいさつは魔法の言葉』 

 あいさつは、人間関係や意思疎通の基本です。しかし、気恥ずかしさがあったり、別のこと

に注意が向いたりすると、ついタイミングを逃がしてしまうことがあります。あいさつはが大

切だと頭で理解できても、実際の会社の新人研修などでも取り入れる必要があるほど、なかな

か身につかないことの一つかもしれません。「あいさつは魔法の言葉」と言われるとおり、自

分自身も自分の周りも変えていきます。海外旅行でも、母国語であいさつを交わすと、ずいぶ

んその場の雰囲気が良くなるといわれています。 

過日、本校に教材の納品にきた業者から 

  「生徒のあいさつがとてもよくなった。挨拶がとても素晴らしい」 

とお褒めの言葉をいただきました。早速、昼の放送で全

校生徒に報告しましが、とてもうれしい出来事でした。

押中生の素晴らしさを感じました。(^_^) 

 これからも、「おはようございます」「さようなら」

「ありがとう」などの、魔法の言葉を校内外であふれさ

せ、より良い集団をみんなで築いていきましょう。   

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL：http://oshi-jhs.sakura.ne.jp/seito/blog.cgi 
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チーム押中！ 

4月29日、5月1日、中巨摩選手権大会が行われ、各

会場とも熱気に包まれていました。どの部も熱い試

合を繰り広げていました。県選手権の切符を手に入

れたチームは、中巨摩代表としての自覚を持ち、頑

張ってほしいと思います。 

野 球 惜敗 総体での健闘に期待 

男子バレー ５ 位 県大会出場 

女子バレー ２ 位 県大会出場 

男子ﾊﾞｽｹｯﾄ 優 勝 県大会出場 

女子ﾊﾞｽｹｯﾄ ベスト８ 総体での健闘に期待 

男子ｿﾌﾄﾃﾆｽ 
雨天中止 

(交流大会) 
県大会出場 

女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ 
雨天中止 

(交流大会) 
県大会出場 

サッカー 
雨天中止 

(交流大会) 
県大会出場 

ソフトボール 
雨天中止 

(交流大会) 
県大会出場 

男子卓球 ３ 位 県大会出場 

女子卓球 ２ 位 県大会出場 

陸 上 
雨天中止 

(交流大会) 
県大会出場 

硬式テニス 県選手権大会総体での健闘に期待 

剣 道 個人戦惜敗 県大会出場 

 １日(火) 集金日(～３日) 

 ２日(水) 新体力テスト 

      第1回学校運営協議会 

 ３日(木) 芸術館紹介 

      部活強化週間 

 ８日(火) 家庭学習振り返りの日 

 ９日(水) 耳鼻科検診(１年) 

１５日(火) 中巨摩総体（1日目） 

１６日(木) 中巨摩総体（2日目） 

１８日(火) 中巨摩総体（予備日） 

      家庭学習振り返りの日 

２１日(月) 体験的学習等休業日  

２２日(火) きずなの日 

２４日(木) 中巨摩陸上総体 

２５日(金) 中巨摩陸上総体（予備日） 

２８日(月) 期末テスト① 

２９日(火) 期末テスト② 

      午後代休（有価物回収） 

 

 

 

 

 この厳しいコロナ禍が続く中、本校においては、感染予防対策のもと、子どもたちが様々

な学習活動に一生懸命取り組み、多くの感動や成果を残していることは、大変うれしく思って

います。 

 このような中で、全国的に新たな感染者が増加傾向にあり、感染者に対する誹謗中傷や差

別が後を絶たないという報道も多く目にするようになりました。本当に悲しく、心が痛みま

す。このウイルスは、医療の専門家が直接感染防止を行っても、感染するときは感染すると言

われ、「いつ、どこで、だれが、どんな状況で」感染するかわからないことを認識し、身近に

感染者が出ても、詮索したり、誹謗中傷や差別があってはならないと言うこと、そのような言

動をしない・許さないことを生徒に対して指導して参ります。 

 大人の行いや会話・考え方は、将来の子どもたちの見方や考え方、価値観や

人間関係に大きな影響を与えることを、改めて私たちが自覚するとともに、子

どもたちが安心・安全な学校生活を送っていくことができる環境作りに理解と

ご協力をお願いします。 


